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介護の魅力と価値を高めるのはあなたです

介
護
福
祉
事
業
の“
指
南
役
”と
し
て

確
実
な
知
識
を
学
び
サ
ポ
ー
ト
力
を
強
化

介
護
事
業
の
経
営
環
境
が
厳
し
く
な
る
中
で
、
経
営
者
が
一
人
で
す
べ
て
の
実
務
を
こ
な
す
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。そ
こ
で

頼
り
に
な
る
の
が「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」だ
。介
護
事
業
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
も
、「
介
護

福
祉
経
営
士
」の
資
格
取
得
者
が
増
え
て
い
る
。そ
こ
で
今
回
は
、「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
資
格
を
も
つ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

ど
う
活
用
し
て
い
る
の
か
、何
を
め
ざ
し
て
い
る
の
か
、ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
よ
う
。

会
計
士
、
税
理
士
、
社
会
保

険
労
務
士
、
中
小
企
業
診
断
士

―
―
。
経
営
実
務
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
資
格

は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
が
、
多
く
の

介
護
事
業
者
が
こ
う
し
た
人
た

ち
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

２
０
１
３
年
よ
り
資
格
認
定

が
始
ま
っ
た「
介
護
福
祉
経
営

士
」で
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

資
格
を
有
す
る
人
の
受
験
が
増

え
て
い
る
。
今
年
８
月
末
現
在

で「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」と

し
て
入
会
・
登
録
し
た
６
８
９

人
の
う
ち
、「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
」に
従
事
し
て
い
る
人
は

１
０
９
人（
15
・
８
％
）。
こ
れ

は
勤
務
先
別
で
は「
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
」（
３
１
６
人
）、「
金

融
機
関
」（
１
８
７
人
）に
次
い

で
３
番
目
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ

る
人
た
ち
は
、
な
ぜ「
介
護
福

祉
経
営
士
」を
め
ざ
す
の
だ
ろ

う
か
。
本
紙
で
は
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
志
望
動
機
と
資
格
の

活
用
方
法
を
尋
ね
た
。

自
ら
を
磨
く
と
同
時
に

人
材
教
育
に
も
活
用
を

「
介
護
事
業
所
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
た
め
、

知
識
を
深
め
た
か
っ
た
」と
語

る
の
は
、
行
政
書
士
と
介
護
福

祉
士
の
資
格
を
持
つ
工
藤
和
子

さ
ん（
税
理
士
法
人
中
野
会
計

事
務
所
）。

同
じ
く
行
政
書
士
で
あ
り
、

社
会
福
祉
士
の
有
資
格
者
で
も

あ
る
岡
田
勇
輝
さ
ん（
ホ
ウ
オ

ウ
行
政
書
士
事
務
所
所
長
）も

「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
介
護
事
業

所
が
多
か
っ
た
た
め
」と
志
望

動
機
を
語
っ
て
く
れ
た
。

受
験
対
策
で
学
ん
だ
こ
と
を

経
営
サ
ポ
ー
ト
に
活
か
し
た
い
、

と
い
う
志
望
動
機
は
、
今
回
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力
し
て

く
だ
さ
っ
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
共
通
し
て
挙
げ
て
い
る
。

社
会
保
険
労
務
士
で
あ
る
清

水
ま
り
子
さ
ん（
清
水
社
会
保

険
労
務
士
事
務
所
）は
、「
介
護

事
業
所
に
確
実
な
知
識
を
持
っ

て
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
い
。
介
護

福
祉
経
営
士
の
資
格
取
得
時
に

得
た
知
識
を
活
か
し
て
い
き
た

い
」と
語
る
。

一
方
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
第

三
者
評
価
事
業
等
に
関
わ
っ
て

い
る
立
場
か
ら
、「
介
護
福
祉
経

営
士
」を
め
ざ
し
た
人
も
い
る
。

中
小
企
業
診
断
士
の
長
屋
勝

博
さ
ん（
有
限
会
社
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｅ

代
表
取
締
役
）は「
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
第
三
者
評
価
の
評
価
者
を

事
業
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い

る
。『
介
護
福
祉
経
営
士
』の
資

格
を
積
極
的
に
活
用
し
、
事
業

の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
」と

意
気
込
む
。

「
介
護
・
福
祉
事
業
所
へ
の
第

三
者
評
価
や
、
公
的
機
関
の
経

営
相
談
事
業
で
介
護
事
業
所
を

担
当
し
て
い
る
」と
い
う
藤
原

靖
広
さ
ん（
企
業
組
合
グ
ル
ー

プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
総
合
研

究
所
理
事
長
）は
、
資
格
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
、
経
営
人
材

を
育
て
る
ツ
ー
ル
と
し
て
期
待

を
寄
せ
る
。

「
経
営
の
知
識
が
十
分
で
な
い
、

特
に
小
規
模
の
介
護
事
業
所
の

経
営
者
・
管
理
者
へ
の
資
格
取

得
を
推
進
す
る
こ
と
と
、
支
部

活
動
で
と
も
に
仲
間
と
し
て
学

び
、
介
護
福
祉
業
界
の
質
的
向

上
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

地
域
福
祉
の
あ
り
方
を

創
造
す
る
役
割
め
ざ
す

人
材
教
育
の
観
点
か
ら「
介

護
福
祉
経
営
士
」に
注
目
す
る

意
見
も
相
次
い
だ
。

「
介
護
に
関
す
る
全
体
的
な
知

識
を
習
得
し
た
か
っ
た
」と
語

る
中
小
企
業
診
断
士
の
的
場
秀

夫
さ
ん（
株
式
会
社
エ
オ
ス
代

表
取
締
役
）は
、「
介
護
福
祉
経

営
士
」を
①
社
員
の
教
育
ツ
ー

ル
、
②
支
部
活
動
な
ど
集
ま
り

へ
の
参
加
に
よ
る
自
己
研
さ

ん
、
の
２
点
に
活
用
し
て
い
き

た
い
と
話
し
て
く
れ
た
。

介
護
福
祉
分
野
の
専
門
性
を

高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
の
質
を
高

め
て
い
く
。
そ
れ
に
加
え
て
、

広
い
視
座
で
介
護
事
業
者
に
対

し
て
助
言
し
、
今
後
の
方
向
性

を
と
も
に
考
え
て
い
く
役
割
も
、

こ
れ
か
ら
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
は
期
待
さ
れ
て
い
る
―
―
そ

ん
な
将
来
像
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
意
見
も
あ
っ
た
。
介
護
福
祉

士
、
社
会
福
祉
士
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
資
格
を
も
つ
楠
元
睦

巳
さ
ん（
オ
フ
ィ
ス
イ
ー
ケ
ア
代

表
）は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
の
流
れ
に
お

い
て
、
医
療
、
介
護
の
連
携
が

推
進
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
生

活
支
援
と
い
う
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
既
存
の
資
源
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
に
よ
り
実
現

で
き
る
も
の
も
多
い
と
考
え
ま

す
。
そ
の
中
心
的
な
役
割
と
し

て『
介
護
福
祉
経
営
士
』の
ス
キ

ル
を
生
か
し
た
い
。
ま
た
、
高

齢
者
を
対
象
と
す
る
事
業
だ
け

で
な
く
、
障
害
者
、
保
育
に
つ

い
て
も
地
域
の
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
含
め
た
地

域
の
福
祉
の
あ
り
方
を
創
造
で

き
る
役
割
に
も
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

藤 原  靖 広 さん

清 水  まり子 さん

楠 元  睦 巳 さん

工 藤  和 子 さん

的 場  秀 夫 さん

「
介
護
福
祉
経
営
士
」を
も
つ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
聞
き
ま
し
た

長 屋  勝 博 さん

岡 田  勇 輝 さん

コンサルタントとして活躍する
「介護福祉経営士」
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介護福祉経営士
２級資格認定試験準拠
介護福祉経営士テキスト
基礎編全10巻

セット価格：23,660円（税込）

［発行元］ 株式会社日本医療企画
http://www.jmp.co.jp/

第9回「介護福祉経営士2級」資格認定試験
●主催：一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会

2月21日（日）実施
エントリー12月1日スタート！
●試験時間／60分
●出題問数／40問
●出題形式／多肢選択式・マークシート記入
●受 験 料／8,000円（税込）
●受験要件／年齢、学歴、国籍等の制約はありません

　（成年被後見人および被保佐人でないこと）

●試験科目
[介護福祉経営学　基礎Ⅰ]
介護福祉政策概論、介護福祉経営史、
介護福祉関連法規、介護福祉の仕組み、
高齢者介護と介護技術の進歩、
介護福祉倫理学
[介護福祉経営学　基礎Ⅱ]
医療を知る、介護報酬制度／
介護報酬請求事務、介護福祉産業論、
多様化する介護福祉サービス

試験のお申し込み・お問い合わせ・資料請求はウェブで … http://www.nkfk.jp/
会場：札幌・仙台・東京・名古屋・金沢・大阪・福岡（予定）ほか
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「
介
護
福
祉
経
営
士
」基
礎
講
座
を
創
設

介
護
現
場
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
視
点
を

あ
な
た
の
街
に
お
伺
い
し
ま
す
！

「
介
護
福
祉
経
営
士
」出
前
説
明
会

一
般
社
団
法
人
日
本
介
護
福

祉
経
営
人
材
教
育
協
会
は
、
新

た
に「『
介
護
福
祉
経
営
士
』基

礎
講
座
」を
創
設
す
る
。
介
護

福
祉
分
野
に
お
い
て
、
多
く
の

職
員
が
経
営
意
識
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
研
修
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て「
介

護
福
祉
経
営
士
」の
予
備
軍
を

育
成
す
る
こ
と
が
狙
い
。

同
講
座
の
対
象
は
、
介
護
施

設
・
事
業
所
の
職
員
を
想
定
し

て
い
る
。
介
護
現
場
に
お
い
て

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
を
加
え

る
こ
と
で
、
現
場
の
改
善
を
図

り
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
効

率
的
に
提
供
す
る
意
識
を
養

う
。
ま
た
、
利
用
者
満
足
度
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
。

同
講
座
は
、
テ
ー
マ
ご
と
に

講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中

心
に
実
施
し
、
１
コ
マ
２
時
間

ず
つ
、
３
コ
マ
の
計
６
時
間
を

予
定
。
テ
ー
マ
は「
介
護
福
祉
事

業
の
基
礎
知
識
」「
介
護
福
祉
事

業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
を

学
ぶ
」な
ど
の
ほ
か
、
介
護
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
使
命
や
意
義
を
と

ら
え
な
お
す
時
間
も
設
け
る
。

教
材
に
は
、
同
協
会
が
監
修

し
た『
は
じ
め
て
学
ぶ
介
護
福
祉

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
日
本
医
療

企
画
刊
）を
使
用
。
講
座
を
修
了

し
た
人
に
は
、
同
協
会
よ
り「
修

了
証
」を
発
行
す
る
予
定
だ
。

講
座
は
同
会
本
部
・
支
部
で

開
催
す
る
ほ
か
、
会
員（
介
護
福

祉
経
営
士
）が
所
属
す
る
事
業
所

や
教
育
機
関
等
で
も
、
希
望
に

応
じ
て
開
催
し
て
い
く
予
定
。

「
介
護
福
祉
経
営
士
」を
上
司
や

同
僚
に
勧
め
た
い
け
ど
上
手
く

説
明
で
き
な
い
─
─
。
そ
ん
な

方
の
た
め
に
、
日
本
介
護
福
祉

経
営
人
材
教
育
協
会
で
は「
介
護

福
祉
経
営
士
」資
格
認
定
制
度
お

よ
び
資
格
の
メ
リ
ッ
ト
、
具
体

的
な
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
、

詳
し
く
お
伝
え
す
る
こ
と
を
目

的
に『
出
前
説
明
会
』を
開
催
し

て
い
る
。
費
用
は
無
料
。

●
条
件

①
原
則
5
名
以
上
が
参
加
す
る

こ
と
（
複
数
事
業
者
が
参

加
す
る
研
修
会
等
も
可
）

②
説
明
会
場
を
ご
用
意
い
た
だ

け
る
こ
と

●
所
用
時
間：30
分
〜
1
時
間
程

度
（
ご
要
望
に
応
じ
ま
す
）

●
内
容

「
介
護
福
祉
経
営
士
」と
は（
資

格
の
目
的
な
ど
）／
資
格
認
定
の

流
れ
／
資
格
認
定
試
験
お
よ
び

学
習
方
法
に
つ
い
て
／
資
格
取

得
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
等

●
応
募
方
法

開
催
希
望
日
の
２
週
間
前
ま

で
に
左
記〈
お
問
合
せ
・
お
申
込

み
先
〉ま
で
、
次
の
項
目
を
記
入

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
折
り
返
し
協
会
事
務
局
よ

り
ご
連
絡
差
し
上
げ
ま
す
。

〈
必
要
項
目
〉

・
希
望
日
程

・
説
明
会
場（
予
定
で
も
可
）

・
参
加
予
定
人
数

・
連
絡
先
電
話
番
号

〈
お
問
合
せ
・
お
申
込
み
先
〉

一
般
社
団
法
人
日
本
介
護
福

祉
経
営
人
材
教
育
協
会

メ
ー
ル info@nkfk.jp

ま
た
はFAX03-3256-0572

　新刊のご案内

『介護経営白書2015-2016年版』
2025年に向けた

「地域創生」時代の介護経営戦略
―― 経営の価値、サービスの価値を問い直す

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

と
な
る
２
０
２
５
年
ま
で
、
あ

と
10
年
。
逼
迫
す
る
国
家
財
政

と
生
産
性
と
税
収
の
増
加
が
望

め
な
い
人
口
構
造
へ
の
変
化
が

あ
い
ま
っ
て
、
縮
小
化
が
進
む

社
会
保
障
制
度
。
介
護
報
酬
の

マ
イ
ナ
ス
査
定
、
利
用
者
負
担

率
の
上
昇
な
ど
、
需
要（
利
用

者
）抑
制
の
施
策
に
お
い
て
、

制
度
依
存
の
経
営
か
ら
い
ち
早

く
脱
却
し
、
地
域
と
他
業
種
等

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
推
進

す
る
こ
と
が
、
事
業
者
・
施
設

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

変
容
す
る
超
高
齢
社
会
の
潮

目
を
読
み
、
新
た
な
潮
流
を
作

り
出
し
て
い
く
経
営
が
求
め
ら

れ
る
現
在
、
そ
の
眼
力
と
経
営

■体裁：Ｂ５判・並製本・260 頁　本文 2 色　■定価：本体価格 4,500 円＋税
《著者》編集委員代表：多田　宏（日本介護福祉経営人材教育協会代表理事） 

編 集 委 員：青木正人（株式会社ウエルビー代表取締役） 
　　　　　　　川渕孝一（東京医科歯科大学大学院医療経済学分野教授） 
企 画 ・ 制 作：ヘルスケア総合政策研究所

力
を
も
っ
た
事
業
者
・
施
設
が

生
き
残
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

経
営
の
質
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
か

ら
更
に
踏
み
込
み
、
経
営
の
価

値
、
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
を
問
い

直
す
こ
と
で
、
生
き
残
り
の
条

件
を
探
っ
て
い
く
。

「
お
と
な
の
学
校
」「
夢
の
み
ず

う
み
村
」な
ど
の
話
題
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
、「
介
護

甲
子
園
」で
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝

い
た
事
業
所
な
ど
、
新
た
な
価

値
を
創
り
出
す
先
進
事
例
を
多

数
収
録
。
さ
ら
に
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
求
め
ら
れ
る
人

材
像（
知
識
と
技
能
・
役
割
）に

ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
、
介
護
業
界

に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起

こ
す
人
材
活
用
戦
略
を
各
職
能

団
体
代
表
者
が
語
る
。

日
本
の
未
来
像
が
示
す
介
護
経
営
の
新
ビ
ジ
ョ
ン 

「
地
域
創
生
時
代
」の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
こ
れ
だ
！

同
会
で
は「
経
営
環
境
が
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
る
中
で
は
、

職
員
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点

を
持
っ
て
一
丸
と
な
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
組
織
の
理
念
に
対

す
る
理
解
や
、
業
務
へ
の
認
識

を
統
一
さ
せ
る
た
め
の
職
場
研

修
と
し
て
お
勧
め
し
ま
す
。
ま

た
、
他
業
種
か
ら
介
護
業
界
に

参
入
す
る
企
業
に
も
積
極
的
に

活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」（
事
務
局
）と
し
て
い
る
。

☆
「
介
護
福
祉
経
営
士
」
基
礎

講
座
の
実
施
に
つ
い
て
ご
相

談
を
承
り
ま
す
。
本
会
事
務

局
ま
で
、
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

【事務局】　一般社団法人 日本医療経営実践協会　☎０３-５２９６-１９３３　E-mail：info@jmmpa.jp

一般社団法人日本医療経営実践協会　創立５周年記念シンポジウム

医療経営士の存在意義と新たな使命
――現場主導型マネジメントの確立を目指して

平成27年12月7日（月）平成27年12月7日（月） プログラム（一部）

検  索検  索
c

医療経営士誕生
5周年年！

祝
医療経営士誕生
5周年！！

会場 ： ステーションコンファレンス万世橋４Ｆ
〒101-0041 東京都千代田区神田須田町1-25　JR神田万世橋ビル4F

【特別講演】

医療制度改革と地域包括ケア
唐澤　剛（厚生労働省保険局保険局長）参加料（会員および会員申請中）

シンポジウム 13：00～18：00 
懇 親 会 18：15～20：00  3,000円（税込）

【基調講演】

医療経営士が巻き起こすイノベーションと現場力
――2025年に向けた新たなる挑戦と創造
川渕 孝一（東京医科歯科大学大学院医療経済学分野教授　一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会理事）

無 料
介護福祉経営士
正会員も参加

　セミナー案内

在宅医療・介護の連携をテーマにシンポジウム開催
日本在宅介護協会東京支部

地域包括ケアで重要とされている退院支援・在宅復帰における在宅医療・介護の連携に
ついて、「退院支援から在宅医療への移行について」、「チームで進める退院支援と在宅
医療そして介護の役割を考える」をテーマに討論する。

■日時 ： 2015年11月25日（水）15時〜18時
■会場 ： TKP新宿カンファレンスセンター5F　カンファレンスルーム5C

（東京都新宿区西新宿1-14-11）
■会費 ： 5,000円
■定員 ： 80名
■お問い合わせ ： 一般社団法人日本在宅介護協会東京支部事務局（株式会社やさしい手内）
　　　　　　　　電話03-5433-5520　FAX03-5433-5130
■後援 ： 一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会



（3）　2015.11.06

「介護福祉経営士2級」
過去問にチャレンジ！ 問題
感染症の予防対策について、以下の選択肢のうち、正しいも
のを１つ選びなさい。

①　感染症が発生した場合、感染拡大の防止とともに、関係機関との連
携と感染症法における届出・報告が義務づけられている。

②　感染予防の三原則とは、（１）感染源の排除、（２）感染経路の遮断、
（３）患者の隔離である。

③　インフルエンザは、ウイルスの垂直感染により発症する感染症であ
り、重い全身症状と呼吸器症状が特徴である。

④　Ｏ-157を含む食中毒が発生した場合は、患者の触れた家具や器具等は
弱酸性石鹸や消毒用アルコールで拭き取り、汚染物は漂白剤に漬ける。

⑤　二次感染を引き起こし、集団感染となる恐れのあるノロウイルスは、
主に胃・十二指腸潰痬の原因となるウイルスである。

第3回介護福祉経営士2級資格認定試験（2013年2月16日実施）
※解答＆解説は4面に掲載しています。

Key
Word
Key
Word コンプライアンス
「コンプライアンス」という言葉を最近よく耳にしま

す。続発する企業の不祥事において、謝罪を行う経営
陣は決まって「今後、コンプライアンスを重視します」
と新たな決意を述べます。
　さて、「コンプライアンス」とは何でしょうか。一般
的に「法令順守」と訳されることが多いのですが、英
語の“compliance”は、「応諾、従順」と訳されます。
つまり、「法令」に限って「順守する」という言葉では
ありません。学問的な定義では諸説ありますが、「順
守」すべき範囲は、「法律」や「規則」をはじめ「慣習
法」、さらには「道徳」や「倫理」といったモラルま
で、人々の社会生活において守るべき規範のすべてが
その範囲にあると言えます。
　介護業界でも、不正請求、運営基準違反をはじめ、
巷間賑わせた職員による虐待事件や不法行為等の事
案が報道されることが、日常化しています。成熟する
社会にあって、不祥事に対する社会的な責任の追及
は、厳しいものとなっています。不祥事が発覚すると、

即座に顧客は離れ、売上が減り、職員が離職するな
ど経営を直撃し、負の連鎖に陥っていきます。
　3Ｋとも4Ｋとも言われる介護現場の状況は依然厳
しく、低賃金の上、人材不足も重なり、労働環境はま
すます過酷になっています。言うまでもなく経営環境
も決して良好とは言えない状況にあります。
　こうした環境にあるからこそ、私たちはコンプライ
アンスを守り、使命感をもって職務を全うしなければ
ならないと言えます。対人援助職の私たちに一番求め
られていることは、利用者の尊厳はもとより自身と職
場の職員の尊厳を尊重し、人として正しい行いをする
ことです。
　つまり、コンプライアンスを守り、職務を全うするこ
とにより事業を継続できるのです。

参考文献：『医療経営テキスト上級5 医療ガバナンス』
　　　　 （日本医療企画）

事業所支援と法人経営を強化するため
風通しの良い関係をつくる“架け橋役”に

医
療
法
人
財
団
天
翁
会
は
、

高
齢
者
医
療
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的

存
在
の
一
人
で
あ
る
天
本
宏
氏

が
理
事
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

１
９
８
０（
昭
和
55
）年
に
多
摩

市
に「
天
本
病
院
」を
開
院
し
て

以
来
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
介
護
老

人
保
健
施
設
、
訪
問
看
護
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
地
域
の
高

齢
者
医
療
・
福
祉
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
同
法
人
の
法
人
事
務

局
に
２
名
の「
介
護
福
祉
経
営

士
」が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
資
格

取
得
者
で
法
人
事
務
局
総
務
課

課
長
代
行
松
澤
裕
之
さ
ん
は
、

職
場
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

こ
う
話
し
ま
す
。

「
法
人
事
務
局
で
は
、
２
０
１

４
年
度
の
重
点
目
標
と
し
て
①

職
員
の
成
長
支
援
と
人
財
育
成
、

②
働
き
や
す
く
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
文
化
の
醸
成
、
③
経
営

基
盤
の
強
化
―
―
を
実
践
す
る

こ
と
で
、
安
定
的
で
確
実
な
組

織
管
理
体
制
の
実
現
を
目
指
し

て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

各
事
業
所
に
お
け
る
基
準
管

理
・
設
備
管
理
の
状
況
を
把
握

【法人概要】
〒206-0012 東京都多摩市貝取1431-3
TEL：042-375-9644（代表）
URL：http://www.ten-ou-kai.or.jp/
●主なサービス
新天本病院を始め、クリニック、介護老人保
健施設、訪問看護、デイサービス、小規模多
機能型居宅介護、グループホーム、地域包
括支援センターなど

介
護
経
営
に
特
化
し
た
ス
キ
ル
を
磨
き

確
実
な
組
織
管
理
体
制
を
め
ざ
す

す
る
仕
組
み
の
構
築
、
予
算
精

度
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

で
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
組
織
と
し
て
の
基
盤
整

備
は
着
実
に
整
っ
て
き
て
は
い

ま
す
が
、
事
業
所
支
援
と
い
う

視
点
で
は
、
課
題
も
多
く
残
り

ま
し
た
。
今
年
度
は
①
事
業
所

支
援
体
制
の
強
化
、
②
法
人
と

し
て
の
経
営
管
理
機
能
の
強
化

―
―
こ
の
２
つ
を
重
点
目
標
に

掲
げ
る
こ
と
で
、
法
人
事
務
局

と
し
て
、
事
業
所
が
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
に
注
力
で
き
る
よ
う
、

各
事
業
所
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
」も

う
一
人
の
取
得
者
で
あ
る

平
井
理
香
さ
ん
は
資
格
の
有
効

性
に
つ
い
て
こ
う
話
し
ま
す
。

「
現
在
の
部
署
に
異
動
す
る
ま

で
は
、
主
に
病
院
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
従
事
し
て

き
ま
し
た
。
異
動
後
は
、
各
事

業
所
の
稼
働
状
況
集
約
、
経
営

資
料
の
作
成
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
レ

ポ
ー
ト
制
作
等
を
担
当
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
対
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
経
験
し
か
な
か
っ

た
の
で
、
経
営
に
つ
い
て
幅
広

く
学
べ
る
機
会
だ
と
思
い
受
験

し
ま
し
た
」

つ
づ
い
て
松
澤
さ
ん
は「
私

は
、
も
と
も
と
Ｉ
Ｔ
企
業
に
勤

め
て
い
ま
し
た
。
当
初
は
医
療
・

介
護
の
専
門
用
語
も
わ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
大
変
苦
労

し
ま
し
た
。
ま
た
、
民
間
企
業

と
違
い
医
療
・
介
護
は
公
益
性

の
高
い
業
界
な
の
で
、
収
益
構

「介護福祉教育エキスパート」養成講座
受講生募集

講座内容

１日目、３日目：黒澤貞夫

２日目：瀬戸恒彦

１日目：「介護とは」
２日目：「介護専門職としての職業観」
３日目：「介護における教育者像」
※各日とも13：00～17：30を予定

受講対象講師紹介

 会場名 第１日 第２日 第３日

 東京会場 10/28（水） 11/17（火） 12/9（水）

介護職員初任者研修教員、実務者研修
教員、介護福祉士養成教員、介護現場
の研修担当者等、介護福祉分野のすべ
ての教育・指導に係る方を対象とします。

主催：一般社団法人介護福祉指導教育推進機構 お問い合わせ・資料請求はウェブへhttp://kaigo-education.jp

経営の一翼を担う栄養管理のエキスパート

■体裁：各巻Ｂ５判／100～160項　■定価：各巻2,500円＋税
■総監修／宮澤　靖（一般社団法人日本栄養経営実践協会代表理事／近森病院臨床栄養部部長）

第1巻

第2巻

第3巻

第4巻

第5巻

第６巻

病棟業務管理  不要な絶食患者ゼロをめざす病棟業務マネジメント  
―栄養部門が経営の一翼を担う―

真壁　昇
（関西電力病院疾患栄養治療センター） 
大谷　幸子
（淀川キリスト教病院栄養管理課課長） 
宮澤　靖
（近森病院臨床栄養部部長） 
山下　茂子
（熊本県立大学環境共生学部非常勤講師） 
秋山　和宏
（東葛クリニック病院副院長） 
吉田　貞夫
（沖縄メディカル病院あがりはまクリニック院長） 

コスト管理  ビジョンの実現に向けたコストマネジメント  
―業務の選択と集中で患者満足度を高める―
組織マネジメント  栄養部門の存在意義を高めるリーダーシップ  
―専門職としての使命を全うできる環境づくり―
人材教育マネジメント  自ら考え行動する人材の育成と目標管理  
―鉄は熱いうちに打たなければならない―
多職種協働コミュニケーション  チーム医療を成功させるコミュニケーション  
―人と組織、そして地域をつなぐ連携の要―
病態栄養  臨床スキルアップのための病態把握と栄養ケア  
―病態の理解なくしてチーム医療に参画はできない―

発行：株式会社日本医療企画　お申し込み、お問い合わせはウェブへhttp://www.jmp.co.jp/

栄養経営士
テキストシリーズ（全６巻）

 受講料 28,620円（税込）※課題図書をお持ちでない方
27,000円（税込）※課題図書をお持ちの方

一般社団法人介護福祉指導教育推進機構代表理事、
日本生活支援学会会長

一般社団法人介護福祉指導教育推進機構監事、
公益社団法人かながわ福祉サービス振興会理事長

同講座は、介護福祉教育の基本について学び、人間性・社会性を磨くための教育ができる人材を育成することを目的としています。

管理栄養士のための新資格“栄養経営士”
養成テキストシリーズ創刊！

造
や
制
度
の
理
解
を
深
め
る
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
上

司
か
ら
の
紹
介
で
資
格
を
知
り
、

専
門
知
識
を
身
に
つ
け
る
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
受
験
を
決
意
し
ま

し
た
」と
話
し
ま
す
。

今
後
、
同
法
人
で
は
資
格
を

ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
の

で
し
ょ
う
か
。

平
井
さ
ん
は「
現
場
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
て
い
た
頃
、『
ベ
ッ

ド
稼
働
率
を
向
上
さ
せ
よ
う
』

と
い
う
目
標
は
常
に
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
目
標
達
成
に
向

け
て
、
日
々
努
力
し
て
い
ま
し

た
が
、
な
ぜ
こ
の
目
標
値
、
利

益
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
理
解
し
な
い
ま
ま
で
し
た
。

現
在
の
部
署
に
配
属
さ
れ
た
こ

と
で
適
切
な
経
営
管
理
な
く
し

て
事
業
の
安
定
継
続
が
成
り
立

た
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
私
た
ち
の
部
署

が
現
場
と
の
架
け
橋
役
に
な
り
、

風
通
し
の
よ
い
関
係
を
構
築
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と

話
し
ま
す
。

「
介
護
業
界
に
興
味
を
持
ち
他

業
種
か
ら
転
職
す
る
人
の
な
か

に
は
、
医
療
・
介
護
現
場
の
専

門
用
語
や
経
営
手
法
に
な
じ
め

ず
退
職
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
人
の
持
つ
、

熱
意
や
特
性
を
活
か
せ
な
い
の

は
、
本
人
と
っ
て
も
法
人
に
と
っ

て
も
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
そ
う
な

る
前
に
、
資
格
を
通
じ
て
業
界

の
し
く
み
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
身
に
つ
け
て

き
た
経
験
を
介
護
業
界
で
も
発

揮
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」と
松
澤
さ
ん
は
最
後
に

熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

介護福祉経営士が活躍する法人紹介

医療法人財団天翁会（東京都）
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「介護福祉経営士2級」
過去問にチャレンジ！
【解答】 ①
【解答・解説】
○①感染症が発生した場合は、⑴状況に

ついて記録をする、⑵発生時の感染拡
大の防止対策、⑶行政への報告、⑷関
係機関との連携を行う、となっているた
め、施設の責任者は区市町村等の社会
福祉施設等主管部局に報告しなければ
ならない。

×②感染対策の三原則とは、⑴感染源の
排除、⑵感染経路の遮断、⑶宿主の体力
の向上（高齢者にとって命取りになる感
染症では、日常的に栄養状態を保ち身
体の抵抗力を高めておく必要がある）。

×③インフルエンザはウイルスによる感染

症であるが、「垂直感染」ではなく「飛沫
感染」によって発症する疾患である。

×④食中毒が発生した場合は、弱酸性石鹸
ではなく殺菌効果の高い逆性石鹸（塩化
ベルザニウム液やオスバン液など）や消毒
用アルコール（エタノール）を使用する。

×⑤ノロウイルスは、感染性胃腸炎や食中毒
の原因になる。糞便や嘔吐物にはウイル
スがいるので、素手で処理しないように
する。胃・十二指腸潰瘍の主な原因にな
るのはヘリコバクター・ピロリ菌である。

＜テキスト『介護福祉経営士』の該当ページ>
『基礎編Ⅰ　５巻』p.26～28
※解答・解説は株式会社日本医療企画が作成し
ました。

解答 解説&

１
人
１
日
単
価
を
分
析

今
後
の
対
応
を
議
論

８
月
１
日（
土
）、「
介
護
福

祉
経
営
士
」単
独
勉
強
会
を
開

催
。
社
会
医
療
法
人
愛
仁
会
本

部
介
護
福
祉
事
業
部
長
で
、
京

都
大
学
お
よ
び
東
北
福
祉
大
学

で
非
常
勤
講
師
を
務
め
る
坪
茂

典
氏
を
講
師
に
招
き
、
16
人
が

参
加
し
た
。

ま
ず
、｢

平
成
27
年
介
護
報

酬
改
定
の
検
証
と
介
護
報
酬
改

定
の
意
味
す
る
も
の
〜
１
人
１

日
単
価
の
比
較
分
析
か
ら
〜｣

と
銘
打
っ
て
、
坪
氏
が
講
義
。

１
人
１
日
単
価
の
分
析
な
ど
を

基
に
平
成
30
年
の
改
定
ま
で
に

何
を
準
備
す
る
か
が
重
要
で
あ

る
と
語
っ
た
。
ま
た
、
実
際
に

同
法
人
内
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
２
施
設
の
１
人
１
日
単

価
を
検
証
し
、
改
定
前
後
の
加

算
の
差
異
を
提
示
。
そ
の
う
え

で
、
認
知
症
と
中
重
度
加
算
を

セ
ッ
ト
で
と
る
こ
と
が
有
効
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
解
説
し
た
。

講
義
に
続
き
、「
次
の
改
定
へ

の
対
応
を
念
頭
に
、
現
在
の
現

場
で
の
課
題
は
何
か
」を
テ
ー
マ

に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、

活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。
参
加
し
た
看
護
師
か
ら
は

「
看
護
師
の
人
余
り
を
よ
く
耳
に

す
る
が
、
今
後
さ
ら
に
重
点
が

置
か
れ
る
べ
き
訪
問
看
護
は
人

材
不
足
。
施
設
が
よ
り
魅
力
を

発
信
す
る
必
要
が
あ
る
」と
の
意

見
が
、
ま
た
医
療
法
人
の
事
務

職
員
か
ら
は「
当
法
人
の
給
与
は

そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
が
、
７

時
間
労
働
・
年
間
休
日
１
３
０

日
を
徹
底
し
て
い
る
。
ま
た
、

職
員
の
紹
介
の
も
と
医
師
や
看

護
師
な
ど
が
入
職
し
た
際
は
紹

介
料
が
出
る
制
度
が
あ
る
」と
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
、
人
材

確
保
、
育
成
に
つ
い
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。

勉
強
会
後
の
懇
親
会
に
も
10

人
が
参
加
し
、親
交
を
深
め
た
。

九
州
支
部

「
お
互
い
様
」の
地
域
を
め
ざ
し

事
業
所
の
役
割
を
問
い
直
す

８
月
22
日（
土
）、
小
規
模
多

機
能
施
設
め
お
と
い
わ「
ゆ
い
」

施
設
長
で
、
福
岡
市
小
規
模
多

機
能
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
世
話

人
の
党
一
浩
氏
を
講
師
に
、「
介

護
事
業
所
を
中
心
と
し
た
地
域

づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
研
究
会

を
開
催
し
た
。

「
ゆ
い
」は
、「
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
る
」こ
と
を

理
念
と
し
、
高
齢
者
と
地
域
の

つ
な
が
り
が
途
切
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
支
援
し
て
い
る
。
ま

ず
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
研
修
に
取
り
組
み
、“
応
援

団
”を
結
成
。
施
設
の
運
営
推

進
会
議
を
活
用
し
て
、時
に「
施

設
だ
け
で
は
限
界
で
す
」と
地

域
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
で
、

「
お
互
い
様
」の
考
え
を
地
域
に

浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
と
い
う
。

党
氏
は
、「
明
日
は
我
が
身

と
い
う
心
構
え
が
備
わ
る
こ
と

で
地
域
に
化
学
反
応
が
お
き
、

地
域
包
括
ケ
ア
の
ま
ち
づ
く
り

へ
と
近
づ
け
る
。
私
た
ち
介
護

事
業
所
は
今
一
度
役
割
を
問
い

直
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
」と
呼
び
掛
け
た
。

人
を
育
て
、組
織
を
変
え
る

「
介
護
経
営
塾
」が
始
動

経
営
の
視
点
を
持
っ
た
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
の
輩
出
を
目
的
と

し
た「
介
護
経
営
塾
」が
８
月
29

日（
土
）よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
援
助
会「
聖
ヨ

ゼ
フ
の
園
」理
事
長
と
し
て
経

営
企
画
室
を
立
ち
上
げ
る
な
ど

組
織
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る

木
戸
邦
夫
氏
を
塾
長
に
迎
え
、

約
１
年
か
け
て
実
践
的
に
介
護

経
営
を
学
ぶ
。

木
戸
塾
長
は
開
塾
に
当
た
り

「
介
護
事
業
で
は
人
材
育
成
が

良
い
組
織
づ
く
り
へ
の
鍵
と
な

る
が
、
自
分
自
身
が
魅
力
あ
る

人
物
で
な
け
れ
ば
人
材
育
成
は

で
き
な
い
。
自
分
を
成
長
さ
せ

る
場
と
し
て
臨
ん
で
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
た
。
さ
ら
に
、「
多

く
の
介
護
事
業
所
は
、
経
営
で

は
な
く
運
営
を
行
っ
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
は
経
営
が
必
要
と
な

る
時
代
。
介
護
事
業
も
民
間
事

業
と
経
営
手
法
は
ま
っ
た
く
同

じ
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
ほ

し
い
」と
強
調
し
た
。

「
組
織
の
和
を
乱
す
ス
タ
ッ
フ

へ
の
対
応
」を
テ
ー
マ
に
し
た

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
塾
生

か
ら「
人
材
不
足
や
加
算
要
件

を
満
た
す
た
め
の
人
員
配
置
を

維
持
す
る
た
め
に
、
常
に『
辞

め
ら
れ
た
ら
困
る
』と
い
う
意

識
が
働
く
」
な
ど
の
声
が
あ

が
っ
た
が
、
塾
長
は「
経
営
者

や
リ
ー
ダ
ー
は
時
に
厳
し
い
決

断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

何
を
優
先
す
べ
き
か
を
考
え
て

ほ
し
い
」と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

塾
生
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

の
経
営
者
や
社
会
福
祉
法
人
の

総
務
課
長
、
医
療
法
人
が
運
営

す
る
介
護
事
業
部
長
な
ど
、
立

場
は
異
な
る
が「
経
営
の
視
点

を
学
び
組
織
を
よ
く
し
た
い
」

「
よ
い
人
材
を
育
て
た
い
」と
い

う
共
通
の
課
題
を
持
っ
て
参
加

し
て
い
る
。
あ
る
塾
生
は「
自

分
が
事
業
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
は
介
護
保
険
制
度
が
あ
っ
た

か
ら
で
、
経
営
を
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
の
だ
と
認
識

で
き
た
」と
語
り
、「
自
分
自
身

が
真
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
た
」と
決
意
を

新
た
に
し
て
い
た
。

関
西
支
部

　セミナー案内

地域支部
セミナー・勉強会・研究会のご案内
日本介護福祉経営人材教育協会の地域支部では、介護福祉経営を学びたい方のスキル
アップを応援するセミナー・勉強会・研究会を用意している。近日行われるセミナー・
勉強会・研究会は下記の通り。

■北海道支部／2015年10月16日（金） ～全6回　ミドルマネジャー養成ゼミ（応用編）

■関 東 支 部／2015年11月28日（土） 志が伝わる介護事業所づくり

■東 海 支 部／2015年11月21日（土） 介護サービスの質を高めるマネジメントセミナー

■関 西 支 部／2015年11月28日（土） 介護福祉経営士・医療経営士合同研究会

■九 州 支 部／2015年 8 月29日（土） ～全６回　介護経営塾

詳細は協会ホームページからご確認ください。 ⇒ http://www.NKFK.jp
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特 集  ニーズは現場にある
保険外サービスへの挑戦

人・モノ・カネ・
情報を網羅した
介護経営月刊誌

今すぐ始めたい
感染症対策

第２特集  

シーズン到来 
Part１　概論　保険外サービスのススメ　齊木　大（株式会社日本総合研究所　創発戦略センター シニアマネジャー）
Part２　事例紹介 ～生活支援の知恵～ アースサポート株式会社／株式会社エムダブルエス日高／株式会社御用聞き／介護保険

外 自費サービス ねこの手
Part３　事例紹介　～付加価値の創造～　株式会社アイビー／日本介護システム株式会社／株式会社シニア生活工房／株式会社

SPI あ・える倶楽部／メディカルフットケアサロン足救
Part４　失敗事例　成功の礎となった過去のしくじりを大公開




